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送 風 フアン 

送風 モーター 


(単位： mm ) 
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■取巧ベース板（表面） 
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カーボンランプヒータ 
(600 WX 2 本） 
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I ワイヤレスリモコン（生活防水構造） 
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■リモコンホルダー 



■巧属品 
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本巧受信部に向口て擇巧してくださ 
V _ 


隱层モードボタン 
愚風モードボタン 


風量切营ボタン 
暖房•涼風のとき微/弱/強/ 
ターボの風量調置びでさます。 


停止ボタン 

' 

運転を厚止します。 



乾電池部(裏面） 

乾電化(単 4X2 本)を使用します。 


■ご使用の前に、この「安全上のごミち意」を必ずお読みじなり、正し < ご使用 < ださし、。 
■ここに示した;'主意事項は、商品を安全に正し <お使いいただき、お使いになる人々への危害や 
損害を未黙に防止するため、必ずお守りいただ<ことを説明してお^9ます。 

■表示の客を無視して誤った使い方をしたと夏じをじる危害巧損害の程度を、巧の表示で区分し 
て説明しております。 


■お守りいただ<巧容の種類を、巧の給表示（側）で区分し説明しています。 


041 0 A 


■この本体は、浴室の壁面取け専用です。 

ミ谷室外の揚巧、天な面への取巧けはしないで<ださし、。 

■気密性辟断熱性び惡い;'谷室では、性能が十分発揮できない揚含びあります。とくにモルタル* 
タイル壁、窓び大きいなどのを来工法の;'谷室は、ユこットバスに比べ断熱性能が著しく低し、揚 
含びあり室温び上昇しに << な 19 ます。 

したびってユこットパスへの取付けの提含と比べて性能び大きく劣ることがあります。 

♦この様な揚所じがむを得ず取巧ける揚合は、お客様に十分ご説日月<ださし、。 

■カーボンランプヒーターの輯射熱び洗い場に向くよラ取が位置を決放てくださし、。 

♦洗い場の人び座る位置に取巧に置を決めてくださし、。 

■ この;‘谷室暖房機の質量は約 5.0 k 夏です。 

♦百別3ける壁面は十おじ強度のあることを確認してください。 

十分な強度びない揚含、補強工事を行ってくださし、。 

■本体の取化けじは、各種制限や法規制など受けますので下記の点じごを意<ださし、。 

♦浴室巧への温風吹出□および空気吸化□の前方には、造営物などを設けないで<ださし、。 

♦アース （ D 種接地）を確実に取巧け、漏電遮断器を設置してくださし、。 


[A え局 I 



A 1 

ま女と tL 
雪 口 

この表示を無視して誤った目が及いをすると、人び死亡または重傷を 
負5可能性び想をされる巧客を示しています。 

A を意 

この表示を無視して誤った取扳いをすると、人び損傷を負ラ可能性 
および物的損害のみの発生び想定されるの容を示しています， 


A 

この記号は、「警告」「を意」を促す肉容びあることを告げるちのです， 

図の中には具体的なを意の容（左國の揚含は一般的なを意）び描かれています。 

0 

この記号は、禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中には具体的な禁止巧客（左図の揚含は一般的な禁止）び描かれています。 

〇 

この記号は、行為を強制したの、指示したのするの容を告げるちのです。 

図の中には具体的な強制巧容（左國の場合は一般的な強制）び描かれています， 


取イ寸工事を始める前に必ずこの工事説巧書をお読み < ださい。 

取け工事は販売店.工事店さま（電気工事ち資格音）び実施してください。（お客さま自身で工事しないでください) 


ネ製品の施工じあたっては、地域じよ0防巧上での制限（巧装巧の制限、可燃物との距離の 
制限など）びありますので、詳細は行政官庁または消防署にお問い合わせ<ださい。 


別冊の取お説日月書はお客さま用です。必ずお渡し<ださい。 

•取巧工事完了後、試運転奋行い異常びないことを植認し、お客さまに使田方ま、 

お手入れ方まを説明して < ださい。 


0 

浴室壁面取は専用の涼風暖房機です。浴室外の揚巧には取がけしない。 

感電•火が-巧障の原因じなのます。 

〇 

取イすけは、お買い上げの工事店または専門業着に依頼し確実におこなう。 

ご自分でお巧工事をされ不備びあると感電ゆ火が-這下の原因じなりまず。 

0 

本体の電源接続は、浴室ので絶巧におこなむなし、。 

感電ゆ义がの原因になのます1 

® 

修理技術着 Ly 外の人は、絶巧に分解したり修理はおこなわない。 

舞火したり、異常動作してけびをすることがあります。 


本体やリモコンの改造は絶巧におこなわない。 

発义したり、異常動作してけがをすることがあります。 

〇 

メタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張のの木造の造営物1こ取はベース板固定 
ネジげ電気的に接触しないよラ取がける。 

漏電した撮含凳义することがあります、 

e 

アース （ D 種接地）を確実に取はけ、漏電磕断器を設置する。 

ち交障ゆ漏電のときに感電ずることびあります。 

0 

運輕中に本体か6費常や費臭び感じられたら、使巧を中止し分電盤の専用ブレー方一を切る。 

異清のまま運較を続けると乂おが感電の原因じなのます， 

0 

交流100ボルト政外では使用しなし、。 

攝凳か乂巧の原因じなのます。 

0 

有機潜剤やスプレーを本体のお<じ置かない。 

义淀が巧障の原因じなのます。 

0 

コンセントおよび換気扇巧のスイッチは絶巧に使用しなし、。 

漏電、感電が乂巧の恐れびあります。 


本体やリモコンに直接化やお湯、方ビ取り剤などをなけなし、。 

故障か感電することびあります。 

0 

リモコンは、床や浴權じ落とさない。 

巧障の原因になのます。 

〇 

ヒーターの熱を直接受はる攝所に遣営物び無い事を確認する。 

义巧や巧障-変おや変色 • 変質の原因じなのます， 


〇 

配線工事は電気設備巧術基準や向線規程に従って安全-確実におこなラ。 

接続不良ゆ誤った配線工事は义巧ゆ感電の恐れがおのます。 

〇 

本体の取が工事は十分強度のあるところを選んで確実におこなラ。 

這下により、けびをする恐れびあります。 

〇 

本体の取がけは本紙「取はけのごを意」を哥る。 

义ぶの恐れびあのます。 

〇 

部品の取がけは確実におこな5。 

這下により、けがをする恐れびあります。 

0 

強い振動や衝ををちえない。 

カーボンランプヒーターび破損し、感電ゆガラス破片によりけびの原因じなります。 

0 

カーボンランプヒーターを指などで触らない。 

ヒーターの寿命び短くなったり、が障や破損、やけどの原因になります。 


お願し、 


0 


ミ由煙、タバコの煙の多い揚所 
に取巧けないで < ださし、。 

放障の原因にな0ます。 


0 


温泉に取付けないで 
くださし、。 

故障の原因になのます。 


0 




高温になる場所に取がけな 
いで < ださし、。 

モーターの寿命を早めた0、 

な障の原因じな0ます。 


0 


ス手ームサウブはきの浴室に 
取巧けないで < ださし、。 

が障の原因にな0ます。 


〇 


巧]柔的な暖肩をするため、ドア 
-空気取入□(ガラリ）や窓を閉 
めて < ださし、。 


0 


周囲；忌度40で 、 
L ソ上では使むない/ 


カーボン ランプ ヒーターを 
棒などで触らないで< ださい。 
破瘍の原因じな0ます。 


圍 





〇 


本体び傾かないよラに 
設置してくださし、。 
ヒーターの寿命を早めたり、 
が障の原因にな0ます。 


0 


リモコンは、生活防水構造となっておのます。 
浴室肉の設置ち可能となって 
お0ますび、お權の上や直接化 
やお湯びかかる場所に設置しな 
いで < ださい。 


;、如 


が 


取巧べース板固定むじ . 4本 

リモコン巧ルダー取がねじ . 2本 く^ 

単4乾電ミ也 . 2本 

電源接続巧クランプコネクター-- *3 個 く^=^ 


取お説明書 . 1冊 

〔必ずお客さまにお渡しくださし、） 

工事説明書 . 1部 

(必ずお客さまにお渡しくださし、） 

保証書 . 1冊 

〔必ずお客さまにお渡し < ださし、） 


■必要 I こ麻じて現揚で用意するちの 


♦配線〕ード （ VVF 贫2.0しん h ) ♦補強な ♦スぺーサ ー( 別売、 BD - SP 2 0) 

♦アース線 ♦電源用ブレーカー （20 A ) ♦ボードアンカー 

♦アース棒 ♦漏電遮断器 

♦防水コネクター ♦保護パイプ 

■結線図 


電源 AC *! 00 V 
(白•黒色) 


ワイヤレスリモコン 



カー ポンランプ ヒーター 


J 


安を上のごを意 0^ずおすりください 


外形す法と各部の名称 


BD-1 200 

涼風暖房機(ぉき® 障面取はタィプ 

て事説明害 販壳店.工事店さま用 


取巧けのしを意 


的，3寸一- の寸寸广 

的-3的一- Y _ 


的，广 - の内 N 广 
















































































































































































































































































































1 . フ□ントパネル-本体-取がベース板を外す。 

(1) パネル固をねじ2本を外しパネルを上 I こ持ち上げながら本体のツ六より外す。 

(2) アース線固定ねじ1本を外す。 

(3) 本体固定ツマミねじ2本を外す。 

(4) 本体と取がベース板を分離する。 

2. 取巧ベース板の取化に置を決める。 

3. 電源コード通し巧（巧径ホ1己し M 上の保護パイプを巧ける）を開けて<ださい。 


■必ずコーキング処理をする。 



アース線固定ねじ 


4■.電源コード取出□の設定 

■使用する電源コード取化□に電源 
コード保護プラグを差し込み、他 
の2力所の巧にはブランクプラグ 
を差し込んでください。 

ブランクプラグ 


本体固定ツマさねじ 


目別寸ベース板 
(裏面） 



電源コード保護プラグ 

ブランクプラグ 


天井面 




ミま意事項 

■必ず専用電源ブレーカーを使巧して、 20 A し义 h を確保できるよラ I こして<ださい。 

が巧を得ず他のす幾器と巧用する揚含でち、同時に運転した際に許容範囲巧であることを確§忍して 
くださし、。 

この揚含は、点検の際に他の磯器ち電源を切ることじなります。 

■祿色リード線を必ずアース接続工事をして<ださい。 

〔 D 種接地工事） 

■分電盤等からの電源工事は必ずち資格害び作業を行って<ださい。 

■配線コードは VV F ホ 2.0 じ(上な同等品の2〜3枯を使用して<ださし、。 

細い枯線のコードを使巧すると、発熱により発乂の恐れびあります。 

■端子の接続部は、絶対に濡らさないよラ防水処理を行って<ださし、。 

■電源コンセントは、總巧に使巧しないで<ださい。 

■電源は必ず AC 100 V を使用して、確実 I こ配線を行って<ださし、。 

間違った電源を使用したり不十分な配線をすると、乂货や故障の原因となります。 




A 警告 


〇 


ゾタルラス張り、ワイヤラスお0、または金属板張0の木をのを営物に 
ねじ止めをする時、固をねじび乂タルラス、ワイヤラス、金厲巧とが電 
巧的に接®しないよう取り化ける。 

漏電した場合発乂することびあります。 



旧 


•患:) 一/ 



電源コード 


コード通し切り欠き コーキング処理を 

おこなって < ださし、 


—[配線例 2] - 

コード同±を接続する場含 
巧属のクランプコネクターを使用して 
下図のよラに接続して < ださし、。 


クランプコネクター 



防水処理を巧って < ださい。 


A 警告 

0 電源コードおよび席備子は絶巧に切がしない。 

漏電、感電ゆ火货の恐れびあ0ます。 



《壁スイッチを経由した現巧の電源を利用する揚含のを意》 

参本機は電気容量最大約1 235 W を必要としますので、壁スイッチを電源スイッチとしては使用しないで< ださし、。 
火がか故障の原因じな0ます。 

参この揚含は、必ず壁スイッチの配線を取り外して直結して<ださし、。 


A 警告 


S コンセントプラグおよびあちお用のスイッチは 

禁让 


絶対に使用しない。 

漏電、感電か火災の恐れびあ0ます。 



■本体の電源接続は、お室肉で絶巧に行わないで< ださい。 
感電か义がの原因になります， 


-[配線例1 ] - 

防水コンセントじ接続する揚含 

電源コードに巧いている棒筛すを 
直接防化コンセント裏側の速結端モ台に 
接続して < ださし、。 


フレーカーよ のの電源 



1.目又た!■ベース板の固を 
■ねじ巧は必ずコーキング赃理をおこなラ。 

■化属の固をねじ4本で確実に固定する。（必要に麻じてボードアンカーを使用する） 



〇 


本かの取が工事は+巧巧度のあるところを選んで巧実におこなラ， 

落下により、けびをする恐れびあのます。 


〇 


ねじび因巧しにくい»さはホ巧のプラスチックのポードアンカー、補強 
巧等を巧用ずる • 

落下じより、けびをする恐れびあ0ます。 


2. 電源コード取出 ni こ含わせて、電源コードを電源コードクランプで固をしてください。 

3. 本体のツメ （3 力所）を取付ベース板に差し込み、おがベース板の枠のに本体を納める。 

4. 本体固定ツマ5ねじ C 2 力所）で本体客固定する。 

■電源コードを挟み込まないよラにを意して<ださし、。 

5. アース線を固をねじ1本で固定する。 

6. フ□ントパネルの引っ掛け巧を本体部分のツメに引っ掛け、下側にずらしておはベース板の枠の 




U モコンホルダーの取巧 


1 . リモコンホルダーを巧属の固定ねじ2本で固定する。 

ねじ巧は必ずコーキング処理をする。 

2. ワイヤレスリモコンじけ属の乾電池2本を©©を正しく入れる。 

3. フタをきちっと間めないと水などが入り、リモコンを損傷する 
恐れびあります。 

4■.ワイヤレスリモコンをリモコンホルダーじ差し化む。 


ワイヤレス 

リモコン 


百別ゴ位置の決定 

(取は位置はお客様とご相誠のラえ、巧をしてくださし、） 
[浴室の設置の揚含】 

ミ谷室のに設置する揚含は、シャワー等の水びなからな 
し、揚所に設置して < ださい。;'谷檀化おにおはけないで 
ください。 



リモコンホルター 
固をねじ 


リモコン巧ル グー 


試運転 


■取付工事終了禮、正し<結線されているな確認して<ださし、。 

■取扳説明書を参照して、お客さま立ち舍いで試運転を巧い、異常びないか確§忍して<ださし、。 

1. 本体は確実に目又けけられているか？ 

2. ワイヤレスリモコンを標作して、取扳説明書どおり動作するか？ 

3. 運転中に振動や異常音がしないか？ 

■引言渡しまで期間びあ<揚含は、試運転確 i 忍樓、専用電源ブレーカーを切り、ワイヤレスリモ 
コンの電旭客おき、本書、お破説明書、保証書ととちにお客さまにお渡し<ださし、。 


本体の取が 


電源コードび屋外または、壁の巧側に通せない場合 


電源の接続 


取は位置の確認 


取巧方を 



裏面 


0410 A 






























































































































































































































































